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グローバル教育の理論と背景
安藤輝次
tまじめに
録近のアメリカ教育界では，グローパル教育global educationの必要性が認められ，その理
論的深化と教育課程開発に取り組まれるようになってきた。グローバル教育は， 6 0年代後半から
7 0年代にかけて誕生し徐々に普及してきた理論である。わが国では，乙の教育理論の歴史が浅いた
めに，グローバル教育という言葉自体についてさえまだ馴染みがうすいであろう。それは，アメリカ
の教育実践に直接傍わる教師にもある程度は当てはまるかもしれなし、。グ、ローパノレ教育研究は，アメ
リカの大学や財団レベルで行れているのが実情だからであるが，しかし，クoローパル教育とはっき
り標携しなくとも，その基本的な考え方が教育現場iζかなり浸透しつつあるのも事実である。例えば，
社会科をグローバルな角度から捉え直したホウトン・ミフリン社の「私たちの世界の窓JWindows 
on Our Wor ldは，小学校で、現在最も人気のある社会科教科書である。また，インディアナ大学で
は，昨秋だけで、も中等学校教師を対象にしたク ローーバル教育の研究集会を 10回以上開催している。
本論jとはし、るまえに，グローバル教育の続念をイメージ化させるための手掛りを示してお乙う。乙
の概念は，誕生して聞もなし、から，教育用語辞典の項目にはあげられていないが，関連項目として
「グローバル・アプローチJglobal approachと「グローバルな自覚Jglobal awareness 
をみつける乙とができる。(①一149)辞典によれば，グローバル・アプローチは， r世界を種々の
問題へのアプローチにおいてひとつの相互作用する全体としてみることJ，グローパルな自覚は，r自
分自身あるいは自分の国や文化の外側の知識と理解Jと定義している。そして， rグローパルJとい
う形容詞は，一般には「地球規様Jとか「全地球的Jと訳されているようである。これらの語義から
グローパル教育とは何かという乙とは即断できないが，少なくともその意味の一端を推測する乙とが
できるであろう。グローバル教育の本質を解明する前提として，まずその社会的教育的背景の分析か
.ら始めよう。
第 1節 グローバル敏宵の社会的背最
私たちが教育を考える際iζ，教育iと内在する原理とともに教育をとりまく社会を犯鑑し，その社会
的要求を教育に反映する過程を組み込む乙とが不可欠である。本節では，グ、ローパル教育の健唱者た
ちが現代社会をどうみているのかという問婦に触れたb、。アンダーソンAoderson t L. 'Cよれば，
私たち自身と私たちが生活基盤とする社会は，もはや地疎規模で捉えなければ理解できなくなってき
ているともづ。彼の諸点を要約すると，つぎのようになる。(①ー17-1 8) 
• 
今日の世界は，歴史的にみて比類のないほどの国際的あるし、はグローバノレな性格によって特徴
づ、けられる。
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今日の歴史がもっているグローがノレな性格は，累進的iζ一層ク ローーノカレ化された人聞の周囲の2. 
乙の歴史的傾向は，西洋諸国の拡
状況へ向けての長期の歴史的傾向を反映している。
近代史のなかで，より特定化すれば，現代の時代のなかで，3. 
大発展と近代科学及び科学技術の発達の結果として実質的に加速度をつけてきている。とくに，
3次的，……...n次的結果は，人間の周囲の状況の歴史・2次的，乙の2つの出来事の1次的，
地埋・経済・政治・社会を実質的にクeローバノレ化する乙 とにあった。
a .歴史的には，隔離された地方史の時代は終わり，夕、ローパル史の時代が始ま っている。
b.地理的iζは，人間の諸問題humanaffairsを分断している力は，輸送と通信のグローバ
ルーシステムの発展Kよって徐々K侵食されてきている。
c .経済的には，地方及び国家の経済は，ますますグローバル経済iζ吸収されるようにな ってき.
ヨーロッパで、中心とされてきた民族国家制度は，世界規模のそして組織的に等
?こ。
d .政治的iζは，
質なひとつのグ‘ローパルな政治制度へと形を変え-てきている。
e .社会的iζは，社会相互に増大する文化的一致性と結合した社会問の相互関連性の高ま りは，
その土地や国家や地域iζ独特な文化をもっという一連の伝統的なものとは容易に共存しない共
通のグローノわレ文化を創造している。
人間の周囲の状況の累進的なグローバル化は，国家より大きくかっ包括的なひとつの社会シス
乙の世界システムは，グローノカレ社会として概念、化できる。
4. 
テムを生み出してきた。そして，
グローパル社会が未来¢可能性としてあるのではなく現在の事実と乙乙iζ述べられたポイントは，
ageといってよいE祈匂ζして存在するという乙とである。つまり，私たちは今や地球時代global
ζの点について歴史・地理・経済・政治・アンタe ソーンは，生きているという社会認識があるのだが，
グローバル社会の出現社会の過去から現在に至る歴史的変化を300頁以上にわたって分析叙述して，
という乙とを証明しようとする。その分析箇所を参考にしながら，彼の論点にもう少し説明を加えた
し、。
〈⑦ー 68-74)第l期は，西暦アンダーソンによれば，世界史は3つの時期iζ大きく区分される。
1500年までの時代であり，人類の活動範囲は，ユーラシア大陸を中心iζ展開し，その他の地峨も含
コロンプス花代表され
る新航路・新大陸の発見の時代に始まる。しかし，海洋航海によって実証された地球球体説は，多く
の人々にはまだ十分に浸透しなかった。第3期は，イギリスを筆頭K主としてョーロzタパの強固が海
外iζ領土を拡大していく帝国主義段階で、ある。との頃から20世紀初蹴が阿蓮寺}闘の軍事力と
めて各地方が孤立した独自の文化と伝統を保持するととができた。第2期は，
、
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経済力による植民地獲得の時代である。以上の歴史的経過から，世界史は，第2期で地球をひとつ
の全体とみる発想、が生まれ，第3期からグローバル化が強まってきたとみるととができる。
地理的iとは，世界は近代以降の科学技術の発展iζよって地域差がなくなりつつある。(⑦ー93-.;
1 20) 1 9世紀の鉄道・汽船の発明やスエズ・パナマ両運河の開通によ って輸送能力は向上し，電
信・電話などの通信網の充実と拡大によ ってグローバル化は進行し現代では，ジェット機を利用
すれば世界各地lC2 4時間以内に行く乙とが可能になり，通信衛星を介して世界の出来事を即座iζ
私たちの家庭で受けとる乙とができるようになってきた。また，英語とロシア語で意思線通できる
地場は世界の4分の3にもなり，学問や芸術分野の記号あるいは交通案内標識などは世界共通のも
のが使用されるようになってきた。
夕、ローバル経済の起源は， 1 6世紀の絶対主義国家iζ経済的基礎を与えた重商主義である。(①-
131--170)その後，産業革命iと伴う資本主義の発達によって世界貿易の規模が拡大し，労働の国
際分業化が進み，海外資本投資も増加し世界市場が生まれた。そして，それに付随して世界の富
の分配における不平等が問題化してきた。第2次世界大戦以後は，多国籍企業の経済活動を通して
共産主義国も資本主謝童と経済的関係を回復しつつあり，ユーロ・ダラーなどの金融面での協力体
制も整ってきている。
国際政治の傭造は，民族国家の凝集力が低下して政治的活動の秘聞が広がる方向に変容してきた。
(②-} 9 1--247)現代は，第3世界の発言力の強化によってアメリカとソビエトを中軸とする二
極分化が崩境し，多中心主義po1 y c e n t ri s mの時代である。従前の国際政治の関心事は，海外の
績民地鉱大と園内の領土保全であったが，今や経済あるいは生態的問憩や人権や社会正義の問題ま
で及ぶようになってきた。そして，後者の問題処理は，非政治団体や多国籍企業にも直接的に影響
するため，乙れまでとは質的に異なった国際政治情造になっている。つまり，闘際問題についてと
れらの組織の政治的影響力が大きくなり，ひとつの国家内部でさえ利害関係が多種多様化してきた。
社会開の相互関連性が地t型的，経済的，政治的に緊密になるにつれて，文化普及の範囲と速度も
飛躍的に伸びてきた。(②-292--303)人間文化は，①制度(官僚機倦， 三権分立，選挙，外交
-交渉など)，②言語〈英語，ロシア語，各種の標識や記号など)，①信念he1 i e f (相対性理論，
資本主義，マルクス主義，宗教の教義など)，④科学技術(ラジオ，テレビ，コンピューター，軍
事妓術江ど)から矯成されるが，乙れらは全地琢的は規模で普及しつつあり，文化的に一致したも
の，いわばク'ローパル文化と呼ぶべきものが生まれてきている。
以上において，・アンダーソンの論点の関係筒所をできるだけ圧縮してまとめた。私たちの生活が
グローパル化している事実は，いくらでも見つけ出せるであろう。例えば，スーパーに行けば外国
から繍入した食料品や衣料品のオン・パレードであるし，石油危機になればガソリン価格が高勝し，
音楽は世界の若者の共釘物となってし、るのまた，?:問の同際交流も盛んになり，外国の思想、や科乍
• 
的成果をより多く享受できるようになってきた。乙れらに見られる生活のグ、ローノカレイじは，無意識の
うちに進行しているので当然の乙とと考えがちで，空気のようなものになっている。しかし，私たち
の世界に対するイメージも少しずつ変化している。乙の変化の大きな契機となったのが，アポロ計画
による字宙探索である。ガノレGa11 ， M.は，乙の計画の宇宙飛行士が送信したテレビの画像から，地
球が多くの国々からなるモザイクではなく， rひとつの世界Jであるという認、識を世界の人々に共有
させたという。(③ー61)つまり，私たちは，地球を主体としてではなく客体として見る体験を通し
て，国家中心の世界観を再検討し始めたので、ある。
ところで，アンダーソンによれば，輸送・通信のスピード，文化交流，自然資源の利用，非政治団
体の国際的活動，貿易の品目と数量，大気の炭酸ガス量，世界の人口，食料消費量，などを縦軸iとし
て過去から現在までの時間的経過を横軸にとれば，それは一様にJカーブを描くように増加していく
という。(③-37-54)jという文字が象徴するように，初めはゆるやかな勾配で，ある点から急に
加速度を加え，ついには垂直線に近い線を描いていくという意味である。乙れは， 2つの事実を私た.
ちに示している。ひとつは，それが社会聞の相互依存の緊密化つまりグローバノレ化が強くなってきて
おり，将来はその度合が指数的に高まっていくであろうという乙とである。もうひとつは，世界の人
口や食料消費量の分布が先進諸国と開発途上国の間でアンバランスになってきているという乙と，さ
らに，環境汚染や自然資源の枯渇状態がますます悪化の一途をたどる乙となどの地球的規模の問題
global issuesを提起している点である。地球を総体としてク'ローバルに把握する考え方を生み
出した要因は，乙のような地球規模の問題の深刻化という現実認識及び将来の悲観的予測も含むので
あろう。全地球的な単位で環境・紛争・人口・貧困・エネノレキ二一人権などの問題iζ警鐘を鳴らしているのが，
ロー マ・クラプClubof Romeである。乙のクラブは，アメリカや西欧で東欧諸国や第3世界の国々をも
含めた40ヶ国のメンバー約100名で構成される学際的な研究集団であり，近くソビエトや中国も参
加するといわれているが，第 1報告書「成長ゆ限界jにおいて，世界の人口・農業生産・自然資源・
工業生産・汚染の5つの要因の相互作用を分析して，賢明な対策を早急に講じなければ将来の世界が
重大な危機に直面する乙とを指摘した。(参照④〉第5報告書「人類の目標jでは，資本主義国や社
会主義国や第3世界は確固とした指針を喪失しつつあり，かつまた核戦争の脅威に絶えずさらされて
いるという問題意識に立って，世界の国々や国際的組織の目標を分析・総合して，誰もが容認する共
通の土台を模索している。(参照⑤〉そして，第6報告書r学習に限界はないjでは，人績の進歩が
もたらした乙の一種の危機的状況に対処する道は，私たちの社会金体がそのような問題を自覚して未
来の方向を予測し，問題解決に参加するようになる学習姿勢を備えるとと桝必要だと主張している。
(参照⑥〉
乙れまでの叙述から明らかなように，
Jレ社会つまり地謙規模の社会の出現と
グローパル教育の支持者は，その社会的背貨としてグローパ
の噴出があるとみる.筆者は，との現状把鍾に必ずしも金
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面的に肯定しないが，それについては後に譲りたい。と乙ろで，クeローバル教育の支持者は指摘して
いないが，アメリカにおいてグローバル教育が誕生し受け入れられる園内の社会的要因もあると考え
る。まず第 1J<:，アメリカがもはや世界のなかで、スーパー・パワーを発鐸しえなくなったという事実
がある。アメリカは，以前は f世界の警察jを自認したが，今日ではベトナム戦争の敗北・ウォータ
ー・ゲート事件・イラン人質事件などに示されるように政治的威信の低下は免れなくなり，圏内の自
動車産業の不振が示すように経済力の後退を余儀なくされている。この社会状勢の変化iζ対応して，
アメリカは，諸外国との協調を志向し始めているのではないだろうか。そこにグローバル社会の考え
方が必要とされる素地がある。第2lC，アメリカ園内の民族問題があげられる。アメリカは，多民族
で僑成される国家であるが，それだけに民族閣の対立や争いも多く発生する。西海岸のメキシコ系ア
メリカ人と黒人，フロリダのキューバ難民と黒人や白人との対立はその例である。かつては「人種の
るつぼJme 1 t i ng po t という幻想を抱いた少数民族は， 60年代から黒人の公民権運動をきっか
けに独自の文化と伝統を堂々と主張するようになった。それは，ある意味で世界の民族分布の縮図の
ようであろう。グ.ローバJレ社会の考え方は，乙の多民族を統合させるj原理として期待が寄せられてい
るように恩われる。
第2節 グローパル教育の教育的背景
クーロスGross，R. E.が数年前に編集執筆した書物においてグローバノレ教育iζ言及した章の標題
-はGlobaland lnternational Educationとなっている。(参照ぐ[;-343)その内容は，第
• 
1次世界大戦後のアメリカの国際教育 international educationの動向から 70年代のグロー
バル教育までを簡単に概観しているが，乙れからグローバル教育と国際教育が何らかの関連性をもっ
乙とが容易に推測できるであろう。本節では，まずグローバノレ教育の前史というべき国際教育につい
て論述し，つぎに，グローバノレ教育の本質を明確にする前提として 60年代の f教育の現代化」の成
果について述べたし、。
国際教育の峨念は，多鎌j乙理解されている。教育用語辞典によれば，国際教育は ru国際関係にお
.ける教育的，社会的，政治的，経済的諸力の学習，包)学生や鵜浦あるいは教育的教材の国際交流を伴
う教宵， (3)比較教育compara t.i ve educa t i onと同義Jと定義している。(①-184)別の辞典
では，国際教育を[社会的あるいは文化的集団の教育制度，観念，実践が相互に影響を及ぼす仕方の
総体j と解釈している。~⑥-164) 前者の定義は国際教育を国家という枠内に限定しており，後者
は文化集団まで合わる点でやや広義に提えているが，その定義では国際教育の対象があまりにも広範
囲になり，筆者の能力を纏えるので，小論では，前者の定義(1)にあたるアメリカの国際関係学習
study of i.nternational relationsと(3)の一部と考えられる地域学習areastudles に
ついて触れ，それから同際連合やユネスコの教育について言及したい。
アメリカの戸内交に関していえば，第 1次僧界大戦中iζ入手した海外の情報や知識は，世界間過を教
え tl!界を PI~解させる契嶋iζ なった。大戦後iと設立きれた国際連盟は，国際的な相互理解のムードをさ
らに厳成したといえる。そのような時代を背景κして，アメリカの中等学校と大学iζ国際関係学習が
導入され，地域学併も試験的に実施され始めた。国際関係学習は， 1930年代までは，世界の時事問
題・同際的組織・国際経済の役刻・ナチ・ファシズムなどを教える科目であった。(⑨-105-106)
地成学制は"tせ界のいくつかの地峨に特有の文化を学際的に研究させる目的で中等学校や大学で試み
られた。(⑨-148)しかし，乙れらの科目は，第 1U~世界繁援の因果関係を検討するための十分な
段合、が牌組iζ欠け，第2Iζ西洋中心の立働から諸外国を級ったために，予期したほどの成果はえられ
なかったといわれる。
第2次tせ界大戦後からスプートニク打ち上げ前後までの時期は.国際関係学習と地域学習に異なっ
た性格づけを与えた。国際連合やユネスコによる教育関係の憲章の係択の一方で，東西両陣営の冷戦
がとみに激化し，国際関係学符は，権力尽論を中級iζ織成され，政治的過程や国家の指導者の行動ま
で広くカバーするようになり，多方面から支持をうけた。(⑨ー109)地域学習は.中等学校や大学
の教科fjとして市民権を獲得したが、主要江教育内容は時代の関心事となっていたソビエトとアジア
iζ限られていた。(⑨一148)
• 
1 960年代中頃， r教育の現代化jの前期までは，国際教育の「英雄時代Jと呼ばれる。地域学習
は， ζれまでとかく軽視されがちであった中近東や中国などの非西洋教材を取り入れて，一部では初
等学校向けの教材も開発されるようになった。国際関係学習は，依然として政治学が中心であるが，
地峡学習の異文化煙解crossculturalunderstandingアプローチを採用し始めて，心開学や社
会学の研究成果からも積極的に学んで，ゲーム埋論やシュミレーションも用いるようになった。(⑨-
1 11-112) 
さて，悶際関係学習と地域学習の特色と問極点をベッカ-Becker， ].M.の論文〈⑩-46-47) 
を参考iとしてまとめてお乙う。国際関係学智は，国家が世界の出来事を分析する基本単位であり，政府
と政府の関係が学習の焦点となる。従って，それは，政治学の権力向威理論iζ帰りがちであり，多学
問的アプローチmultidisciplinaryapproachを困難にするし，人間と自然環境の関係は考慮
の対象外となる。地峨学宵は，多学問的アプローチとひとつの異文化地繊!と関する資料の統合を可能
にした点で意義が認められるがI (⑨ー 158)異文化態解のための言語教育との連機が厄介である。
〈⑨-152)そして，学習で彼う地繊は，国家の時代的関心に左右され易く世界の全体像が拙かれに
くいと乙ろに雛点がある。また，乙れら2つの科目に共通する開通として，原則的に中等学校以上で
あり初得学校向けではない乙とが指摘できょう。
国際連盟や国際連合・ユネスコの教育は，国家中心で、はなく道徳的立場から世界を人類の共同体社
会として跨癖させようとする。国際連盟の知的協力委員会COllulli_tteeon Intellectual Co・
. 
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畠
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• 
• 
opera t i onは，ユネスコ結成の下地となった組織であるが，その小委員会である国際連盟の存在
と目的に関する青少年教育のための専門委員会Sub-Conlllit tee of Experts for the 
jnstruction of Children and youth in the Existence and Aims of the 
League of Unionは， 1927年につぎのような勧告を出している。(⑪ー 25-26)
第 1項 どのように国際連盟を青少年に知らしめるか
学校
1. すべての青少年は，国際連盟の目的と達成において，そして，侵して，国際協力の発展にお
いて彼らの知的な発達段階iとふさわしい教育を受けるべきである。
2. 乙の教育は小学校から始めるべきであり，生徒の一般教育において出来るだけ後期まで継続
されるべきである。
3. 教育課程において乙の教育に割り当てられるべき場所と時間は，その問題iζ通常責任をもっ
人々の決定に任されるべきである。しかし，それは，恐らく，地理・歴史・公民科の授業また
は道徳教育と相互に関連づけられるであろう。
第 2項 どのように青少年と教師の聞に国際協力精神を発達させるか
国際協力を世界の事柄を扱う正常な方法とみなす乙とは，国際連盟の歴史や仕事を単に教える
乙と以上を意味する。文明は，すべての主要な顕示のなかで，家篠・村ー仕事場から今日の非常
に復雑な制度までの協力的営みの記録である。子どもにその家族や国家iζ対する深く絶えざる愛
情を値えつけるζとは，過去の時代と同じように，今日においても健全な教育の第 1原理である。
しかし，真の愛国心は，他人の愛国心を埋解するものであって，国の内外の協力の必要があり遍
在するという認識は，若者を現代生活iζ適合させるどの教育においても強調されなければならな
い。そのような教育は，蜘と学校の教育課程の一教科あるいは一部分として行れるのではない。
それは，……子どものすべての環境に浸透していなければならなし、
乙の勧告は，1974年のユネスコ勧告と僚似していて，当時としては高遭な理想を掲げた画期的な
内容であったが，その理想も第2次世界大戦によって打ち砕かれてしまった。しかし，大戦後iζ設
.Rされたユネスコは，その憲章において「教育は恒久平和の健設の不可欠な要素であるJ (⑪-27) 
と謡って，1953年，国際煙解への寄与のためにユネスコ連合学校UNESCOAssociated schools 
がつくられた。当初は中等学校から出発した連合学校は，その後iζ初等学校も加わって，1975
年には63ヶ国約1000佼にまで成長している。もうひとつの国際教育の場として，ニューヨークの
同連国際学校uni.tedNat ions lnternat ional Schoolがある。国際学校は，1953年K開
設されたが，多微な人語・民感の関連犠員の子弟を収容している。と乙ろで，トウニーTomey，
J. V.'ζよれば，ユネスコ迎合学校や国連同際学校は国際PI解という日的を達成しつつあるが，そ
の成功の鍵は「学校の雰開気jと f教師の力峰J'cあるとも、ぅ。(⑪-29-30)残念ながら，乙れ
~""ー
らの学佼の教行諜fJ.Iζ関する資料を十分iζ入手していないが.r国連国際学校:その歴史と発展jと
し寸，作物から推察すると.(⑫一168-169)，2ケ同の言認と人間学智(歴史・地理・経済・哲学・心
f'1~学・文化人矧学の科目を含む)以外iζ は伝統的仏教科織成と大差なくて新鮮味に乏しも、と恩われる。
以1:， I司際関係学智，地峻学狩，ユネスコ迎合学校，国連国際学綬について略述した。大雑犯にい
えば， fiaj 2 r..は国家中心のな均であり，後2~.は道徳的江波場の国際教育論といえよう。勿論，国際
，、沖交は t (吋i!l!~郎iζ勤務する職Llの子第の学校であるから，必ずしも道徳的理想のみに限定できない
が，学校のf-J標は，ユネスコ連jT学校と同じであろう。そして，その教科僑成は，とりわけ革新的と
いうべきものではなく，むしろ同際PR解を育てる学校全体の雰閉気づくりに重点があるようである。
しかし，斉~ 1節で・x15べたように，今や妓術革新によって地球時代が到来しているとすれば，新しい時
代要求i乙乙れらの国際教育は対応しているであろうか。 i司際関係学仰と地域学符は，国家中心という
点で不適当であり，連合学佼と国際学校は，教行課停が伝統的なものにちかく，人績の共同体社会を
道徳的立糊からのみ唄えるのでは迫力iζ欠けるの今日の経済的，政治的，文化的なグローバル化のな.
かで地球をシステムとしてみる観点が必要であろう。
それでは，60年代のアメリカの「教育の現代化Jについて論述したい。現代化の成果のひとつは，
新しいレディネス仮説の鑓案と検証であった。プノレーナ-Bruner，J.S.は， rどの教科でも知的
性絡をそのままたもってどの魁童段階のどの子どもにも効果的に教えるととができるJ(0-33，邦
沢42)という大胆は仮説を立て℃，生物的成熟に依存する伝統的なレディネス観に挑戦した。レディ
ネスは， r成熟の関数ではなく，観念を，私たちが教えている年令水準の子どもG滞っている言語と
続念に創案する私たちの意図と伎能の関数なのであるJ (⑪一邦訳89)というのである。ζの仮説は，
アメリカ各地で実験・検証8れた。例えば，社会科では，スポディック Spodek， B.が歴史学と地
煙学の諸続念を螺線的iζ幼稚園児K適用し〈⑮-42-43) ，ラスナック Rusnak，M. は小学1年
生を対象iζ社会科の主要な廊念と伎能を教えた結束(⑪-43)， どちらも学宵教材の翻案と教え方次
第で教育可能であるという結論を導き出している。
つぎに， r教育の現代化J運動は，社会科に多くの非尚洋学門教材をもたらした。ロウLowe，w. 
T.は， 60年代初期までの旧社会科が西洋中心であり非丙洋を教えない偏向的なものであったと批判
している。(⑪ー6)乙の反省にもとづいて，アメリカの大学では，文化入額学などの新しい学問成
果に依拠しながら，非西洋教育課程の開発が活発化した。例えば，カリフォルニア大学バークレー校
の「アジア学習の探究J，オハイオ州立大学の fアジア学習プロジェクトJ，テキサス大学の fラテ
ン・アメリカの教育課程開発J，カーネギー・メロン大学の「プロジェクト・アフリカjなどがある。
(⑮ー 22-23)また，初等中等学校の社会科教科書にも非西洋教材が掃入されるようになった。しか
し，たとえ非西洋文化を使っても，それを西洋的な見方で教えるならば問題であろう。また，乙れら
の課程は，一種の地繊学習であって，世界の全体を包括するに奄っていなかったとい-ってよい・ '
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ブルーナーの「教育の過程jの着想、と原姥を社会科iζ具体化したのが f人間:学習課程JMan: 
A Course of Studyである。社会科の中心テーマに人聞を鋸えたととは，現代化のひとつの帰結
であった。乙の教育課程は， (a)生徒iζ自分自身の知力への臼信と尊重を与える乙と， (b)生徒が，人間
の条件・苦境・社会生活について自分で思考する乙とへの尊重と自信を広げてやるζと， (c)人間が生
活している社会世界およびその中で‘自分自身を見い出す条件がどういう性質かという乙とを分析し易
L、一連の運用可能なモデルで提供する乙と， (d)種として人間の能力と人間性を尊重する感覚を与える
乙と，(e)生徒に人間の進化は未完成の事業であるとし寸感覚を残させる乙と，をねらいとしていた。
(⑪-101 )そして， r人間とは何かjという乙とを煙解させるために，その内容は，言語・道具の
製作・社会組織・子どもの養育・世界観を延本的統念にして織成された。
f人間:学習課程J'i，人頬学・社会心埋学・生物学から学際的iζ引き出された教育課程である。〈⑩-
442)ζのように学際的アプローチをとっている点でも， r人間:学習課程Jは高い評価を受けてお
り，社会科の緩範とされた。60年代に開発された大部分の社会科教育課程は，歴史学，地理学，経済
学などの個別学問アプローチであったが，その結果，知識の細分化と墳末化，教育課程の多鎌化と膨
張を生み，知識爆発時代に知的に対処する洞察に欠けていたといわれる。 (1⑪-209)また，教育の
レリパンスを反映した統合的な内容を創造するためには，個別学問iζ依拠するだけでは十分ではなく
なった。知識の統合は， 70年代以降の教育研究の課題として持ち越されたが， r人間:学習課程J1<: 
社会科におけるその初期の試みをみる乙とができる。
筆者は， f教育の現代化Jの成果を上述のレディネス仮説，非西洋学習，人間学習，学際的アプロ
ーチのみに般定するつもりはないが，グローバル教育との連続面を明らかにする必要から乙の4つの
成果iζ三及したのである。国際関係学留，地場学習，ユネスコ連合学校，国連国際学校の続観も同機
の意凶から叙述したのである。グローパル教育は，これらの伝統的な国際教育と異なった特徴と原理
をもつが，現代化の4つの成果に学びつつ新しい理論を繕成していると考えられる。
1'3節 グローパJ~教育の本質
ベッカーとアンダーソンが共同執筆して， 1969年に合衆国教育局iζ侵出した「合衆国初等中等学校
における国際教育の目標，要求，優先性の検討jと題する報告書は，従来にはなかった新しい発想、の
峨教育駁打ち出している。乙の報告書は，一般iとはベッカー・アンダーソン総主と呼ばれるが，
同僚教育の厩念をつぎのように定義する。(⑪ー33)
同際教育は，鍋人が国際的あるいは世界の社会への方向性orientationsを，そして，・
その社会の成員として自分自身の続念を獲得し変化させる社会経験と学脅過程からなる。人間行動
を煙解するために，私たちが乙の惑星にいる人々をゆるやかに統合されてはも、るが単一の社会の成
伐として分析的にみる乙とのできるような制圧依作と共通価値と共釘の問泊をもった鋭績にまで到
.・~・. 
. 
達してきたと種族としての人間を考える乙とが有益になってきた。個人を国際社会への方向性をも
ち，その社会の成員としての織念をもっと考える乙とから，私たちは得ると乙ろが多いのである。
国際関係学習や地域学習は，世界問麺について政府閣の交渉や独特な文化をもっ特定の地域に焦点
化するが，現代世界における人間とその周囲状況のグ.ローパルな性格を暖昧にしているために， r私
たち一彼らJの2分法を克服できない。(eJ)ー35)それに対して，乙の報告書の意義は，国際理解の
目標を(a)惑星としての地球t (b)生物種族としての人間， (c)人間の社会組織のひとつの水準としての国
際組織に絞って，その目標達成のために，現象についてよく知る能力，分析的判断の能力，規範的判
断の能力，行動への動機づけの能力などを明示している点にある。(⑪-33)過去の国際教育には，
乙れほど国際理解の対象と能力を明確iζ したものはなかった。報告書のもうひとつの意義は，初めて
「グ、ロー パノレな視野Jglobal perspectivesとか「グローバルな相互依存Jglobal interde-
pendenceという表現を使った点である。それ以後，国際教育の研究者たちは，乙れらの言葉を好ん
で用いるようになり，それはt 1974年のユネスコ勧告にも大きな影響を及ぼした。 • 
グローバル教育は，ベッカー・アンダーソン報告書を出発点にして成長してきた。報告書の主題が
国際教育である乙とから，グローバル教育が国際教育理論の延長線上にある乙とが窺える。グローバ
ノレ教育という言葉の起源は詳しくは分らないが，その言葉が生まれて普及するー伺となったのは，70年
代から深刻化したグローバル問題globa 1 i ssues Iとある乙とは間違いなさそうである。そして，ク守口
ーバノレ教育の考え方は，全米社会科協議会(NCSS)r社会科ガイドライン改訂版J (@ー 265)や
「中等教育改革報告書J (@ー 62-70)にも盛り込まれるようになり， アメリカ教育界で公認され
つつある。しかし，グローパル教育が一種の流行の様相を呈するにつれて，その概念上の混乱が生じ
るようになってきた。第2節に述べた国際関係学習，地犠学習，ユネスコ連合学校，国連国際学校の
ような国際教育論をグローパル教育と同一視しているからである。後2者は，国連やユネスコの教育
観がベッカー・アンダーソン報告書に影響されて変化しているために，ク。ローバル教育の趣旨iとかな
り緩近しているが，ともかく，乙乙でク。ローバノレ教育の概念、の定義と理論的特徴を整慰する必要があ
ろう。
アンダーソンによれば，クeローパル教育globaleducationは，本来の意図からいえば， rグ、ロ
ノーイJレな視野のための教育Jeducation for global perspectivesと表現すべきで、あるが，
文法的に煩わしくて誤解剖召きかねないので，その用語を差じ控えたいと bづ。~①ー 1)ク。ローバ
ル教育とは，教育をグ、ロ-ーバJレな新しい発想から捉え直そうという意味である。彼は，グローバル教
育の概念をつぎのように定義する。(②-15-16)
グローパル教育は，地球的時代globalage における市民性のために生徒をよりよく準備させ
る目的で，教育の内容においての，方法においての，社会的文脈においての諸変化をもたらすさま
ざまな努力である。
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そして，乙の定義を支える3つの主要な命題を提示している。
l 今日， ζの国の学校にいる生徒たちは，人間史における地嫁的時代の文脈内で市民になりつつ
ある。
2. 地域的時代におけるm民性への要請によれば，伝統的には学絞で強調されなかったさまざまな
資質competenc j esの発達を必要としている。
3. もしも学佼が地域的時代における市民教育の効果的な銭関となるべきならば，教育の内容にお
いて，方法において.社会的文脈において何らかの変化が起きなければならない。
第 1 の命題は，初めの節iζ述べたように，未来ILlf.t~し社会開通州〉賢明な対応を迫られる生徒た
ちに，すでに伎術革新によってグローバルな社会が形成されており，将来，乙の社会の緊密化がより
強化されるとも、う認識を育てる乙とが必要であると主張する。第2の命題にいう新しい市民像とは，
グローパルな社会における自乙の関与に気づく資質，決定過程の資質，判断に到達する資質，影響力
を行使する資質をもった人間であり(②-341_，366)，第3の命題から導き出される教育課程は，
人間中心・感屋中心・全地域的な社会組織中心・自我中心の4要素を綾ね備えてしゅ。(②ー296)
乙れらの命題は，ベッカー・アンダーソン報告書の内容を発展させたものであるが，筆者は，ク'ロー
バル教育の教育課粍の詳細を別の論文で紹介・考察した。(参照0)
それでは.グローバル教育の特徴をアンダーソンの所論leJ基づいて列挙したい。その江かで伝統的
な凶際教育とグローパル教育との差異が明らかになるであろう。
a .地琢をひとつのシステムとみる
i角界を地煙的，文化的に孤立したいくつかの地緩や民族国家の集合体として錨く乙とは，現状にそ
ぐわなも、。 r国際社会jという言葉は，法的に臼治維のある民銀同家を開界の唯一の行為者actor
iζ しているから適当でない。 r世界のJという形容詞は，惑星としての地域の全鑓墳を包含する乙と
ができないので fグローパルjとも寸惑星規機の現実感のある用語を使いたし、。(②ー322_，323) 
ある人々は社会を中央集権政府と結びつけて概念化し，他の人々は社会から平手口を連想する乙とによ
って，グローパル社会の存在を否定する。しかし，アフリカの新興同家には安定した政府が数少ない
.し，向洋でさえ園内紛争が絶えないととを想、起すれば，乙れらの批判が的をえていないととが分るで
あろう。(②ー339)以上の治鍵iζ基づいて，アンダーソンは， r社会jの峨念を地域レベルまで鉱
大する必安佐を説き，地姥をシステムとして考えようとする。彼によれば， rシステムは，広く，少
なくとも厳小限κ制互関透したの要素j であり， f1乙充起訴jで変化と発展のダイナミックスをも
っても喝。 (1②-323)従って，fj!'界が緊密になり相互依存している現状を考慮すれば，民鉄同家や
地繊はシステムといえはい。グローパルftfJは，地t棄をひとつのシステムとして包括的に理解しよう
とする.だから，同際教育と同内教角.という伝統的な区分は妥ちではないであろう。同際教符か同内
積符の分野にまで必然的に入り込んでいるのであり，その逆も成り政つからである。とはも、え，グロ
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ノーイJレ教育が60年代の非西洋学習の恩恵を受けていないのではない。グローパル教育は，従来の西洋
学習と非西洋学習を地球的な視野iζ立って結合させる試みといえるのではないだろうか。
b.文化的な差異よりむしろ類似を強調する
クーローバル教育の提唱者は，第 1節iζ述べたようiζ，科学技術・社会制度・言語・信念のあらゆる
面で・クのローバル化が進行し，共通の文化が創造されつつあるとみる。国際教育は，自民族中心主義の
脱却を主要目標にしたが，文化聞の差異に着目するだけでは「私たちー彼らJの2分法に陥ってしま
う。グローバル教育は，生物的，歴史的，地理的，社会的，心理的な面における社会のグローバル化
を背景にして，文化閣の類似性に注意を向け，それによって相異性がよりよく理解できると想定する。
(①ー 341-342)乙の考え方は5ベッカー・アンダーソン報告書から一貫しており，そ乙Kグロー
バル教育の特徴があるといってよい。だから，グ‘ローバル教育の目標に「人間Jと「全地球的な社会
組織Jの理解をあげているのである。文化的差異を超えて人間性の本質とその形成過程及び未来の創
造力を子どもに教えようとしたのは，前述のブルーナーの「人間:学習課程jであった。アンダーソ.
ンのク ローーバル教育理論は， 乙の教育課程iζ学んでおり (②ー 384，@ー86)，人間文化を科学技術・
社会制度・ 言語・信念(プノレーナーの場合， 乙れに「子どもの養育jが加わる)に分けて学習させよ
うとする。 (参照0)
c .生態学と地理学が重要な位置を占める . 
グ‘ローパル教育の意義は，私たちが惑星である地球に住んでおり，共通の運命をもっていると認識
させる乙とにある。アンダーソンは， 「生徒を全体としての惑星について地理学と生態学の学習に関
与させなければならないJ (②-401)という。つまり，グ、ローバJレ教育は，人聞が基本的要求を満
たすために地球の大気・水・土地・鉱物とエネルギー資源・動績物などに依存し利用している乙とを
子どもに学習させ， それらの資源は有限である乙とに気づかせる乙とを目的とする。 (②-412)人
聞は，水界・地穀・大気の3条件において適した場所K生活するが，そのような生物と周囲の環境の
関係を探究するために生態学と地理学が必要となる。人間と自然環境との関係は，汚染・資源枯渇・
人口成長などの地球規模の問題の発生と結びついて重要になってきた。乙の問題の対処の仕方によっ
ては，私たちの生活の質だけでなく生存さえも宵かす可能性が十分iと考えられるからである。グロー
パル教育は，人間種族の学習を文化人類学や関連諸科学IC，惑星iζ住む人間の学習を生態学や地開学
などに依拠する学際的アプローチである。
d.理解だけでなく参加と予測も要求する
クeローパル教育は，私たちが地球レベルの社会に参加しているという事実から出発し，そのためκ
諸外国の理解を求めるのである。私たちの多くの生活必需品は，外国との輸出入によっ.て提供あるい
は供給されているし，学問や芸術も国際交流を抜きに進歩じえなくなってきた6ク宇ロー パル教育は，
乙の社会変化を反映して，他の国々や地績の理解を要求するのである。また?!とれから地球規模の問
. . 
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題が深刻化すると思われるが，それを早期に察知し対処するために，ク'ローパル教育では予測l力の育
成が重要観される。問機の文脈から，ローマ・クラブの報告書「学習に限界はない jは，参加と予測
の学習の必4要性を健言している。(参照⑥)ク'ローパル教育の理想、図である世界中心学校〈②-432--
413)やアメリカで録も多く使用されているといわれるグローバルな内容編成のホウトン社会科教科
書(参照6)からみるかぎり，初等学校では理解Jr.，中等学校から徐々に参加と予測を配慮している
と思われる。
e .すべての子どもを対象とする
地場学習や国際関係学習は，主として中等学校社会科の科目であったが，クeローパル教育は，幼稚
園・初等学校から中等学校までを対象とする。ホウトン社会科教科書はその一例であるし，必ずしも
ク'ローパル教育の原理に適合しないが就学前及び小学低学年から国際的視野を広げる乙とを主張する
.‘ 
書物も出版されている。(参照@一145-167) 乙れらは，ブルーナーのレディネス仮説の実験例と
みる乙ともできょう。クeローパル教育を年少児にも適用しようとする線底には，外国に対する子ども
の意識調査がある。トウニーによれば，自国中心主義的な感情はすでに7--8才頃に強くなって， 10
才頃から外国の人々を画→ヒし:始めるという。(⑩ー66)オJレポー トA1 por t， G.の偏見の3段
階説からいえば，児童中期が前一般化pregeneralization，青年前期が全般的排除tota1 re-
jection，青年後期が差別意識の鉱大と一般化された偏見の減少の時期に相当する。 (1⑪ー67)ζ
れらの調査研究は，認知的な臼乙中心性を克服し始める小学ヰキ年が外国への偏見を形成する重要な
時期である乙とを示しているが(⑪-40) ，それは，年長児になれば国際的な認識と態度を変えるこ
とが函媛になるζ とを示唆しているのである。従って，グローバル教育は，少なくとも小学校段階か
ら教えるζ とが不可欠なのである。
f .学校改革を僑怨している
ク'ローバル教育は，教育の内容・方法・社会的文脈における諸変化をもたらす努力と定義している
ように，それは，伝統的な国際教育や社会科の代用物ではなく，新しい学校僑想、をもっている。アン
ダーソンが理想として描く世界中心学校 (K-12学年)wor ld -cen tered schoo 1から，その
.学校像をみてみよう。(②-430-473t ⑪ー3-30)乙の学校の特色は，第 1Jr.学習センター
learning centerを教育活動の中心に置いている乙とである。小学校は，個人・集団の成員・人
間・地縁の住人の4つの理解を目標とした学習センターと読書算を重点にした技能開発センター，
ドル・スクールは，制度・言語・信念・科学技術などの人間文化を学習するセンターと技能開発セン
ターと社会参加セyター，高校は，個人の発達と行動・人間・自然環境の学習，市民性資質開発のプ
ログラムがある。乙れらの学習センターは，子どもに多織な社会的文化的背景を録供するのに役立っ
ている。第2の特色は，学校と地舗の密接な協力関係にある。地峻の人々は，教師の要請に応じであ
るいは自発的に非常勤揚舗や助手aidsとして学校教育に積極的iζ参加するし，生徒に地域で直接的
-13-
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iζ体験学習する機会を与える。乙のような学校は，まだ精想であって実現されていない。現在は夕、ヨー
パノレな視野からの短期課程の開発や社会科の内容再編成の段階であるが，グローノぜノレ教育が窮極的iζ
は学校改革を目指している乙とは留意すバきであろう。
むすび
筆者は，乙の小論で、グ、ローパノレ教育の理論とその社会的教育的要因を明らかにしようとした。グロ
ーバル教育は，世界の相互依存を背景にして，文化的な類似性を強調し，人間と周囲環境の関係に注
目し，初等学校から中等学校までの教育改革をねらいとする提案である。しかし，筆者は，乙れを全
面的iζ肯定する自信はない。ひとつには，インディアナ大学を中心にグローバル教育の研究と普及
がなされているが，その理論を適用した実践例がまだ多くはないからである。乙の理論を教育現場iζ
定着させる鍵となるのは， r教育の現代化」において反省されたように，教師の意識変革であり教師
教育であろう。第2の課題は，評価理論が不十分な乙とである。評価のためのガイドラインや照合表.
はあるがt G参照、⑪ー 93-101J @-64-"72 J 8)それらは，全米社会科協議会の社会科ガイドラ
インの水準を越えていないように思われる。第3のそして最も研究を要する課題は，グローバノレ文化
か育っているとしても，地域や国家に恨づく既存の文化の力も依然強いのであって，乙の両者の相互
関連性と独自性をどう説明するかというととである。乙の2つの文化を時間的，地理的，社会的に異
なった次元から解釈する理論はあるが，まだ総合的に理解し説明するに至っていない。アンダーソン
も乙の点の理論的な弱さを認めている。(②ー312-313)グローバル教育は，以上のような課題を
背負っているが，アメリカだけでなくわが国の教育にとってもその理論から学ぶべき点も多いであろ
う。私たちの教育の目標や内容をグ、ローパルな高所から見直し，その基礎研究として子どもの自国や
外国に対する心理調査などを積み重ねる努力が必要ではないだろうか。
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